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▼
２
０
２
５
年
問
題
が
10
年
後
に
迫
っ

て
き
た
。
平
成
27
年
６
月
に
厚
生
労
働

省
か
ら
発
表
の
あ
っ
た
介
護
人
材
に
か

か
る
需
給
推
計
に
よ
る
と
、
需
用
見
込

２
５
３
万
人
に
対
し
、
就
業
２
１
５
万

人
が
見
込
ま
れ
、
全
国
で
38
万
人
が
不

足
す
る
。
介
護
人
材
の
不
足
解
消
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
や
関
係
者
が
共
同

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
喫
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
▼
ま
た
、「
保
育
所
落
ち
た
…
」の
匿
名

ブ
ロ
グ
で
待
機
児
童
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
保
育
士

の
確
保
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
▼
そ
の

よ
う
な
中
、
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
の
た
め
、
再
就

職
準
備
金
貸
付
制
度
が
創
設
、
修
学
資
金
貸
付
制
度

も
充
実
さ
れ
る
な
ど
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
、
希
望
出
生

率
１
・
８
を
目
指
し
た
施
策
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
▼
京
都
府
で
は
、全
国
で
初
め
て「
き
ょ
う
と
福

祉
人
材
育
成
認
証
制
度
」を
創
設
、「
上
位
認
証
制
度
」

が
近
く
始
ま
り
、
安
心
し
て
働
け
る
法
人
・
事
業
所

を
わ
か
り
や
す
く
学
生
に
紹
介
す
る
取
組
と
し
て
全

国
か
ら
注
目
を
さ
れ
て
い
る
▼
本
会
で
は
就
職
フ
ェ

ア
、
ジ
ョ
ブ
ネ
ッ
ト
等
の
事
業
を
、
京
都
府
等
行
政
、

法
人
・
事
業
所
、
養
成
校
の
関
係
機
関
と
一
体
的
に

取
組
を
行
う
こ
と
で
、
福
祉
人
材
不
足
の
解
消
の
一

端
を
担
っ
て
お
り
、昨
年
10
月
に
は「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｏ

Ｂ
き
ょ
う
と
」が
オ
ー
プ
ン
し
、京
都
府
と
本
会
が
戦

略
的
に
人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
組
み
、
京
都

府
民
の
誰
で
も
が
い
き
い
き
と
働
け
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
、
介
護
・
子
育
て
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

（
S
C
）

●平成２８年度　京都府社会福祉協議会　事業計画・予算
●  わっかプロジェクト
社会福祉法人がわっかになって福祉課題を解決する

　孤立を防ぐための京都府社会福祉協議会の取組み
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会費収入
3.0％
寄付金収入
0.1％

府補助金収入
42.4％

受託金収入
30.0％

共同募金収入
1.7％

事業収入 
13.7％

負担金収入
3.7％

受取利息収入
4.1％

その他収入
1.3％

人件費支出
42.4％

事業費支出
46.4％

事務費支出
4.1％

助成金支出
4.3％

負担金支出
0.3％
その他支出
2.5％

「
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
自
立
支
援
」と

「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
」の
一
体
的
な
推
進

■
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
人
々
の
自
立
と
自
己
実
現

を
支
え
ま
す

●  

生
活
困
窮
者
支
援
事
業
推
進
チ
ー
ム
に

よ
る
情
報
提
供
、
自
立
相
談
支
援
機
関

と
の
連
携
の
促
進
、
情
報
交
換
会
の
開

催
等

●  

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
運
用
・
連

携
●  

自
己
決
定
支
援
を
重
視
し
た
地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業
の
推
進
・
支
援

●  

法
人
後
見
事
業
へ
の
取
組
推
進

■
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
・
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す

●  

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
の
推
進
・
支

援
●  

訪
問
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
強
化
支
援

事
業

●  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
の
発
展

の
取
組

●  

介
護
保
険
・
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

支
援

●  

き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会

（
共
催
）

●  

社
会
的
包
摂
を
め
ざ
す
福
祉
教
育
の
推

進
●  

京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
助
成
事
業

実
施

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

■
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
的
な
役
割
を
発

揮
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
協
働
し
て
実
践
し
ま
す

●  

京
都
地
域
福
祉
創
生
事
業
の
推
進

●  

モ
デ
ル
的
実
践
事
例
の
事
業
展
開

●  

京
都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
、

京
都
府
社
会
福
祉
施
設
協
議
会
、
京
都

府
市
町
村
社
協
連
合
会
、
京
都
市
社
協

等
と
連
携

●  

各
地
域
・
法
人
・
施
設
実
践
の
見
え
る

化

■
利
用
者
の
権
利
擁
護
、
利
用
者
と
事
業

所
と
の
対
等
な
関
係
・
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

●  

事
業
者
第
三
者
委
員
の
設
置
促
進
、
機

能
の
発
揮
、
苦
情
解
決
体
制
の
確
立

●  

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
運
営
監
視
、

実
施
体
制
の
強
化

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

●  

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
等

支
援
機
構
の
事
務
局
運
営
、
事
業
の
普

及
促
進

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、
定
着
、
育
成
の
た
め
の

総
合
的
な
事
業
推
進

■
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
根
幹
で
あ
る
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
総
合
的
な

取
り
組
み
の
実
施
に
よ
り
、
安
定
的
な
福

祉
基
盤
の
確
保
を
図
り
ま
す

者
会
議
、
災
害
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

ク
機
能
の
発
揮

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援●  

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
ブ
ロ
ッ
ク
相
互
支
援
体
制
の
構
築
、

学
生
と
の
繋
が
り

●  

府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事

務
局
と
し
て
、
多
様
な
団
体
と
の
広
域

的
連
携
の
促
進

「
災
害
時
連
携
N
P
O
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
の
連
携

幅
広
い
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

■
社
会
的
孤
立
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

福
祉
課
題
を
可
視
化
さ
せ
、新
た
な
枠
組
み

を
提
示
す
る
な
ど
福
祉
分
野
を
超
え
た
多

様
な
団
体
や
機
関
の
参
画
を
促
し
、解
決
に

向
け
た
歩
み
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す

●  

関
係
団
体
と
の
連
携
促
進

●  

企
業
、
経
済
界
と
の
連
携
・
協
働
事
業

の
推
進（
C
S
R
京
都
へ
の
参
画
）

●  

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強

化
●  

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
京
都

府
共
同
募
金
会
と
の
連
携

平成28年度一般会計予算の概要

一般会計 実質的収支のまとめ 京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
・
予
算

●  

福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
中

核
と
す
る
人
材
確
保
対
策
の
総
合
的
推

進
●  

潜
在
有
資
格
者
の
登
録
シ
ス
テ
ム
や
貸

付
制
度
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進

●  

無
資
格
者
に
対
す
る
事
業
展
開

●  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応

す
る
保
育
人
材
確
保
事
業
の
実
施

●  

認
証
制
度
の
普
及
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
対
応
型
研
修
等
の
研
修
体
系
再
編
整

備

「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」と「
被
災
者
・
被
災
地

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
災
害
支
援
活
動
」の
推
進

■「
防
災
・
減
災
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
、
被
災
者
・
被
災
地
主
体
の

活
動
を
支
援
し
、
一
日
も
早
い
生
活
の
復

旧
・
復
興
を
め
ざ
し
ま
す

災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
活
動
の

推
進

●  

京
都
府
、
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避

難
支
援
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
民
生
児
童

委
員
協
議
会
等
と
連
携
し
、
要
配
慮
者

支
援
の
取
組
を
め
ざ
す
。

●  

市
町
村
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
第
４
次
中
期
計
画（
平
成

27
年
〜
31
年
）」に
基
づ
き
、次
の
５
つ
の
柱
に
そ
っ
て
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※  民間社会福祉施設整備資金貸付事業にかかる収支等を除く
実質的な収支

当初予算額 前年度予算額 増減

事業収入 483,564 577,279 △93,715
事業支出 484,323 576,475 △92,152

事業差額 △759 804 △1,563
その他収入 120 80 40
その他支出 72 72 0

その他差額 48 8 40
当期収支差額 △711 812 △1,523

前期末残高 80,830 68,157 12,673
当期末残高 80,119 68,969 11,150

（単位：千円）

収入内訳

支出内訳

重
点
事
業

平成28年度

1
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社
会
福
祉

法人
がわっか

に
な
っ
て

福
祉課題を解決

する

 

宇
治
市
で
の

「
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
組
み

　
宇
治
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
協
働
し
て
、

保
育
園
の
園
庭
や
保
育
室
を
開
放
し
て
、
子

ど
も
や
そ
の
保
護
者
ま
た
地
域
の
住
民
を
対

象
に
、「
憩
い
場
」、「
遊
び
場
」、「
利
用
者
・

協
力
者
が
つ
く
る
プ
ラ
ス
α
の
場
」と
し
て
、

喫
茶
や
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
各
種
教
室
の

開
催
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
60
回
を
超
え
る
取
組
み
を

行
い
、
次
の
よ
う
な
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●  

休
日
の
過
ご
し
方
が
変

わ
っ
て
、
外
出
す
る
こ
と

が
増
え
た

●  

マ
マ
友
の
つ
な
が
り
が
増

え
た

●  

悩
み
を
相
談
で
き
る
場
所

が
で
き
た

●  

小
学
生
や
中
学
生
が
落
ち

着
い
て
過
ご
せ
る
場
所
は

貴
重

　
こ
の
よ
う
に
、
育
児
中
の
母
親
の
交
流
の

場
、
孤
立
を
防
ぐ
場
、
子
ど
も
の
交
流
の
場

と
し
て
非
常
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

亀
岡
市
で
の

「
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
組
み

　
亀
岡
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
協
働
し

て
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ス

ペ
ー
ス
を
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
、
高
齢
の

方
な
ど
全
て
の
地
域
住
民
の
居
場
所
と
し
て

提
供
し
、
晩
御
飯
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
亀
岡
市
で
の
取
組
み
は
３

月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
も
毎

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の

わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
宇
治
市
や
亀
岡
市
以
外
に
も
城
陽
市
で
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
末
で
、「
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
法
人
は
20
法

人
で
す
。

　
今
後
も
地
域
福
祉
を
充
実
し
た
も
の
と
す

る
た
め
、
ぜ
ひ
と
も「
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　「チラシを見てご飯を食べたいと思ったから来た」
「みんなで話せるのが楽しい」「200円でおなかがいっ
ぱいになる」
　そんな子どもの声を聴くことができました。
　場所は、京都市右京区の車折神社近くにあるレンタ
ルカフェスペース美雲創業BOX（※）。たくさんの子ども
たちの歓声が響き渡ります。ここで月１回、手作りの
おいしいご飯が提供されています。嵯峨幼稚園の園児
の父親たちの集まりである「おやじの会」のメンバーら
４人が企画し、平成27年11月にスタートしました。
　きっかけは平成27年の１月の小学校での餅つき大
会。ある子どもがお餅をタッパーに入れて持ち帰る姿
を目の当たりにした「おやじの会」のメンバーが発起人
となって始まりました。
　メニューは１回目がカレーライス、２回目はきつね
うどん、３回目はたこ焼きと焼きそばで、毎回30～
40人の子どもや大人が訪れます。メンバーには食品会
社の経営者やサラリーマンの方など様々な方が参加さ
れていて、特に食材や調理にはこだわっています。
　メンバー達は、「身銭は切らないけれどマンパワーは
使う」をモットーに、リーダーを置かないゆるやかな運
営を心がけておられます。広報は、一度だけチラシを
新聞へ折り込みしましたが、それ以外はご飯を食べに
来た子どもたちがお店の前でチラシを配ったり、道行
く人たちに声掛けをしたりして地道に行なっています。
　また、近隣のお寺の住職や民生児童委員からも「何か
できることはないか」と声がかかるようになりました。
取材に訪れたときも、御高齢のかたが「今日はまだ開店
しないの？」とお店をのぞかれていて、活動が地域に根
付いている様子がうかがえました。
　社会的な孤立を防ぐこういった取り組みが多くの地
域で実施されるよう、本会としても「わっかプロジェク
ト」を推進していきます。
※ 平成28年３月13日（日）より「嵐山寮ひろさわ」内で取り組ま
れています。

　わっかプロジェクトとは別に取り組まれている事
例ですが、地域の子どもたちにおいしいご飯が食べ
られる場所をつくりたいという思いで地域の父親た
ちが開いている“嵐山こども食堂”を取材しました。

わわわわわわわわわわっっっっっっっわっわわっわわっわわっわかかかかかかかかかっかっっかっっかっ
孤立を防ぐための

京都府社会福祉協議会の
取組み

嵐山 食堂こども嵐山 食堂嵐山 食堂こども嵐山 食堂
子どもたちが笑顔になる場所

クククトトトトトトト

　こんにち、人口の減少、超少子化・高齢社会や生活様式の多様

化などを背景とした社会情勢の変化に伴って、地域社会の中で

様々な生活課題を抱える子どもや大人が増えてきています。そ

うした課題に対応するため、本会は社会福祉法人や様々な団体

と協働して豊かな地域社会の創造を目指して、京都地域福祉創

生事業（わっかプロジェクト）を立ち上げました。現在「わっかプ

ロジェクト」では、次の2つの取組みが進んでいます。

宇治市での取組みの様子

利用者の声
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事業費

拠点法人

行　政

学　校

市区町村
社協

民生委員

拠点法人

地域住民

企業等

拠出金 事業費

地域福祉
創生基金

運営管理

社会福祉法人

京都府
社会福祉協議会
京都府
社会福祉協議会

事業例
●子どもの居場所づくり
●学習支援
●保護者等への支援
●不登校、ひきこもりの
　相談支援 など

拠点法人

拠点法人

拠点法人

拠点法人支援員

児童福祉
施設

障害福祉
施設

高齢者
施設

施設担当者



日常の暮らしの中にあるつながりを見
つけ結びなおす「絆ネット」の取り組み
をエピソードを通してつづります。

4

●よしおか てつや
施　設　名：  社会福祉法人　久美の浜福祉会　かがやきの杜　　

就労継続支援B型事業所「つばさ」
事業所住所：〒629-3557　京丹後市久美浜町竹藤22-1
TEL.0772-84-0759　FAX.0772-84-0858
職　　　種：生活支援員
経 験 年 数：3年
▶好きな言葉：自由
▶夢中になっている事：  園芸

吉岡 哲也さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

仲
間
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た

支
援
員
を
め
ざ
し
て

だから続けたい この仕事

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナーで

す。京都府内で “熱い福祉
”を “夢

中” で実践している方々に
スポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やりが

いを “生” の声でお届けし
ます。

　
私
は
学
生
時
代
か
ら「
人
の
役
に
立
て

る
仕
事
が
し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、将

来
は
福
祉
の
分
野
で
働
き
た
い
と
考
え
、

福
祉
系
列
の
学
校
へ
進
み
ま
し
た
。
学
び

の
な
か
で
一
概
に「
福
祉
」と
い
っ
て
も
、

様
々
な
分
野
の
福
祉
が
あ
り
職
種
も
多
彩

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
に
よ
っ

て
仕
事
内
容
も
大
き
く
違
う
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
高
齢
者
福
祉
系
列
の
施
設
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
特
に

関
心
の
あ
り
ま
し
た
障
害
者
施
設
で
あ
る

久
美
の
浜
福
祉
会「
か
が
や
き
の
杜
」と
出

会
い
、
縁
あ
っ
て
支
援
員
と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
が
や
き
の
杜
で
は
、
生
活
介
護
事
業

所「
あ
お
ぞ
ら
」と
就
労
継
続
支
援
B
型
事

業
所「
つ
ば
さ
」を
運
営
さ
れ
、「
あ
お
ぞ

ら
」で
は
さ
を
り
織
り
班
・
楮こ
う
ぞを
使
っ
て

の
和
紙
を
す
く
紙
漉
き
班
・
メ
ー
ル
便
や

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
み
ら
い
班
、

「
つ
ば
さ
」で
は
国
産
大
豆
に
こ
だ
わ
っ
た

豆
腐
班
・
食
品
加
工
班
・
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
や
下
請
け
作
業
を
行
う
エ
コ
ロ
班
の
６

つ
の
班
が
あ
り
、
利
用
者（
仲
間
）の
方
た

ち
は
毎
日
一
生
け
ん
命
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
は
豆
腐
班
で
仲
間
の
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
豆
腐
班
は
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
学
校
給
食
ま
た
地
域

の
み
な
さ
ま
に
納
品
・
配
達
を
す
る
た
め
、

早
朝
よ
り
製
造
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
豆

腐
づ
く
り
は
気
温
や
湿
度
ま
た
水
温
等
の

変
動
に
よ
り
、
大
豆
を
水
に
漬
け
て
お
く

時
間
や
製
造
時
に
加
水
す
る
水
量
も
日
々

異
な
る
た
め
、
毎
日
微
調
整
し
な
が
ら
の

製
造
で
す
。

　「
さ
ら
に
美
味
し
い
豆
腐
を
作
ろ
う
」と

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
日
々
追
求
し

て
い
ま
す
。
豆
腐
班
の
仲
間
が
一
つ
と
な

り
、
一
生
け
ん
命
取
り
組
む
な
か
で
四
季

の
よ
う
な
様
々
な
表
情
が
あ
り
、
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
私
の
幸
せ
で
あ
り
楽
し
み
で
す
。

　
今
後
も
仲
間
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
笠
置
町
は
、京
都
府
内
で
最
も
人
口
の
少
な

い
1
4
0
0
人
ほ
ど
の
小
さ
な
ま
ち
。
小
さ
い

ま
ち
な
ら
で
は
の
顔
の
見
え
る
関
係
が
あ
り
、

す
れ
違
う
人
の
名
前
は
も
ち
ろ
ん
、飼
い
犬
の

名
前
さ
え
も
知
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
つ
な
が
り

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、町
内
の
あ
る
区
長
さ
ん

の
一
言
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。「
あ
ま
り
顔
を

知
ら
な
い
人
が
い
る
。最
近
は
誰
が
ど
う
し
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
」と
。こ
の
ま
ち
で
も
出
会

い
や
つ
な
が
り
が
な
い
人
は
多
く
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
笠
置

町
ら
し
い
つ
な
が
り
を
も
う
一
度
」と
の
思
い

で
、
絆
ネ
ッ
ト
事
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

見
え
て
き
た〝
今
〞の
ま
ち

　
そ
ん
な
想
い
で
ま
ち
へ
出
れ
ば
、
見
え
て
い

た
よ
う
で
見
え
て
い
な
か
っ
た〝
今
〞の
ま
ち
の

姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
て
い
た
A
さ
ん
夫
婦
。

「
今
は
い
い
。
で
も
こ
れ
か
ら
先
、一
人
に
な
っ

た
ら
…
」と
元
気
そ
う
な
声
に
不
安
が
混
じ
り

ま
す
。
笠
置
町
内
で
も
高
齢
化
は
著
し
く
、独

居
の
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
つ

な
が
り
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坂
の
多
い
こ
の
ま
ち
は
、
バ
ス
停
ま

で
行
く
の
に
も
一
苦
労
。
平
日
の
バ
ス
に
乗
っ

て
町
内
を
回
っ
て
み
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

は
乗
り
づ
ら
く
、
バ
ス
停
ま
で
遠
い
。
生
活
の

大
変
さ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
歩
い
て
こ
ら
れ

る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
ん
ど
そ
う
。「
バ
ス
停

を
も
う
少
し
坂
の
手
前
に
つ
く
れ
な
い
だ
ろ

う
か
」と
運
転
手
さ
ん
の
つ
ぶ
や
き
。〝
い
つ
も
〞

の
生
活
の
し
ん
ど
さ
に
気
づ
い
て
い
る
の
は

運
転
手
さ
ん
も
同
じ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。食

料
品
店
を
営
む
B
さ
ん
は
、移
動
販
売
で
町
内

を
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
い
つ
も
買
い
に
来
ら

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
心
配
に
な
り

ま
す
」。
商
店
や
事
業
所
の
方
々
が
気
づ
い
て

い
ろ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
。

つ
な
が
り
が
元
気
を
生
む

　
そ
ん
な
み
ん
な
の
思
い
と
力
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
一
緒
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
見

守
り
隊
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。「
見
守
り
隊
に

登
録
し
て
か
ら
、今
ま
で
よ
り
も
見
守
り
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
さ
れ
る
B
さ
ん
。
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で

見
守
ら
れ
る
人
も
見
守
る
人
も
元
気
に
な
れ

る
。
見
守
り
隊
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
の
姿
か
ら
感
じ
ま
す
。
地
道
な
が
ら
、笠

置
町
ら
し
い
つ
な
が
り
を
つ
く
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
笠
置
町
社
協
　
中
　
美
幸
）

笠置町らしいつながりをもう一度

　今年度４月より民生
課でお世話になりま
す。この機関誌のタイ
トルでもある『京都の
福祉』を支える一員と
して、これから精一杯、
努力させていただきま
す。何卒、ご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願
い申し上げます。

山
やま
本
もと
 榛
はる
華
か
さん

民生課主事

　地域で暮らす一人一
人にとっての“ふだんの
くらしのしあわせ“のた
めにできる自分の役割
とは何かを常に考え、業
務に取り組んでいきた
いと思っています。皆様
からのご指導、ご鞭撻を
賜わりますようよろし
くお願い申し上げます。

太
おお
田
た
 有
ゆ
香
か
さん

総務課主事

　研修課の事業を通し
て福祉に関わる方々と
のつながりを大切にし、
すべての方が安心して
過ごせる京都を目指し、
日々の業務に励みたい
と思います。皆様から
のご指導、ご鞭撻を賜
りますようよろしくお
願い申し上げます。

黒
くろ
田
だ
 昌
まさ
一
かず
さん

研修課主事

　配属前は生活保護のケースワー
カーをしておりました。ケアマネさ
んと仕事をする機会が多く、私に
とって信頼できる心強いパートナー
でありました。
　とりわけ介護は、入浴や排泄といっ
た人間の尊厳に深く関わる仕事でも
あります。
　今、当センターの一員として、これ
までの行政経験と皆様のお知恵をお
借りしながら、福祉をめざす方の一
助となれますよう、何事も愚直をモッ
トーに、業務に励んでまいりますの
で、よろしくお願い申し上げます。

菅
すが
原
はら
 真
まこ
人
と
さん

福祉人材課主査

平成28年４月１日
付けで採用になっ
た新入職員を紹
介します。

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

京都府社協
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

新
入
職
員

紹
介
コ
ー
ナ
ー

※写真撮影のために一時的にマスクを外しています（表紙とこのページの写真）。
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●  「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。

●  本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp

本紙は、共同募金の配
分金によってつくられ
ています。

京都府社協 検索

Information京都府社会福祉協議会からのお知らせ

案内 安心して暮らせる地域づくりのパートナー
京都府社協では、賛助会員
を募集しています！

　本会は社会福祉法に基づき設立され
た社会福祉法人です。京都府の地域福
祉を推進する民間団体として「福祉で
地域づくり」を合言葉に、住み慣れた地
域でだれもが安心して生活できる、そ
んなまちづくりをめざし、次の５つの
重点事業を掲げ諸事業に取り組んでい
ます。ご理解の上、ぜひ本会の「賛助会
員」としてご支援ください。
＜５つの重点事業＞
① 「生活に困窮する人の自立支援」と
「社会的孤立を防ぐ取り組み」の一体
的な推進
② 社会福祉法人との連携・協働と福祉
サービスの質の向上
③ 福祉・介護人材の確保、定着、育成
のための総合的な事業推進
④ 「防災・減災のまちづくり」と「被災
者・被災地のニーズに沿った災害支

援活動」の推進
⑤ 幅広い協働による事業展開
会費額（年額）
● 賛助会員　個人１口5,000円、法人 
１口10,000円で希望口数 

＜賛助会員の特典＞
● 京都府社会福祉協議会発行の機関紙
「京都の福祉」（年８回発行）をお送り
します。府内の福祉の最新情報がお
手元に届きます。

● 全社協出版部発行の福祉図書が割引
価格で購入できます。

● 社会福祉大会など本会主催の講演会
等のご案内を差し上げます。

賛助会員についてのお問合せ・お申込先
京都府社会福祉協議会　総務部総務課
〒604-0874　京都府京都市中京区竹
屋町通烏丸東入ル清水町375
TEL.075-252-6291　FAX.075-252-6310
HP　http://www.kyoshakyo.or.jp/
introduction/introduction4/post-2.html

案内 施設の新築や増改築を考えておられる
社会福祉法人の皆さまへ

府社協では低利による融資
を行っています

　本会では、京都府内（京都市を除く）
の社会福祉法人に対し、「施設整備等融
資金貸付事業」を行っています。貸付対
象事業には次のようなものがあります。
●  社会福祉施設の新設や増築費用
●  社会福祉施設の修繕や改築費用
●  固定設備や屋外設備、器具等備品の
整備費用

●  施設の新設等を行うための土地取得
費用

●  （独）福祉医療機構の貸付金や地方公
共団体の補助金が交付されるまでの
つなぎ資金

　詳しくは、本会ホームページ（市町村
社協・福祉事業者の方へ）をご覧いただ
くか、本会までお気軽にご相談ください。
TEL.　075-252-6291

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成28年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶補償金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用
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基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
TEL：０３（３５９３）６８２４〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

◆ 28年度新設 使用者賠償責任補償（プラン３-①オプション） 
 社会福祉法人役員の賠償責任補償（プラン４）
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TEL.075-252-6291　
FAX.075-252-6310

印
　
刷
／
株
式
会
社
き
か
ん
し
コ
ム

554
2016.5
M
ay


